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 例えば『愛の勝利』という喜劇は、⼀般的な道徳をあざ笑って勝ち誇る美しい王⼥
レオニードの話で、王⼥は男装して登場すると、美⻘年、中年⼥、⽼哲学者を次々と
愛の奴隷にしてゆきます。また『⼆重の不実』という喜劇は、愛し合う若い⼆⼈が互
いを裏切り、別の相⼿と恋に落ち、つまり「不実」によって喜劇の伝統的なエンディ
ング（カップルの成⽴）を成就する、という極めて逆説的な「愛の勝利」を謳う芝居
なのです。マリヴォーは、現代の我々が読んでも退屈する場⾯のほとんどない実にモ
ダンな作家なのですが、ここでは、恐らくは最も実験的な喜劇『いさかい』を紹介し
てみましょう。
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フランスがモー
ドの最先端を⾏く国としての地位を保ち続けてきたことを⽰しているでしょう。⽇本
のファッション雑誌にも、カタカナのフランス語が踊ります。「オートクチュール
haute couture」「デコルテ décolletée」「ローブ robe」「ビジュー bijou」…。フランス
語を冠した⽇本のブランドもたくさんあります。フランスの⼈物名をネットで検索す
ると、⽇本のアパレルブランドが検索の上位にくることも少なくありません。

の語、もともとはある社会に特徴的な習慣や伝統として現れているもの、つまり、時
間の流れの中で固定化していったものを指したのです。それが 1700 年頃から、ある社
会に⾒られる⼀時的な慣習や短期的な嗜好も指すようになります。こうした語義の変
化の背景には、18 世紀以降、ブルジョワジーの勃興にともない社会的地位の流動性が
少しずつ増⼤し、その⼈の階級を⽰す記号たる⾐服もまた変化の波にさらわれるよう
になっていったことがあります。⽇本語に定着した「モード」はすっかり、「流⾏」、
つまり⽣まれてはやがて廃れるものを意味していますね。
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が変化に富んでおり、華やかな装飾と豊
かな⾊彩に溢れていたのです。⼀⽅の男性の服装は、ダンディズムの美意識が定着す
るにつれ固定化されていきます。装飾が減り、「⿊の時代」が到来します。それでは、
男性が流⾏に無頓着でいられたかというと、そういうわけではありません。⼥性と⽐
べてシンプルに⾒える装いの中にも流⾏があり、着る⼈のセンスが問われることに変
わりはないのです。
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 そして 19 世紀には、それまで服と⾔えば仕⽴てるものだったのが、消費者層の変化
に伴って、あるいは新たな消費者層を⽣み出すかたちで、既製服が⽣まれます。既製
服の登場と⼤量消費時代の到来による服飾業界の激越な変化は、ゾラの⼩説『ボヌール・
デ・ダム百貨店』にうかがわれます。主⼈公ドゥニーズと百貨店経営者ムーレ⽒の恋
の舞台は、その名も「ご婦⼈⽅の幸せ Au Bonheur des Dames」という名のデパート。
それまでは仕⽴て屋に⼀度⼊ったら最後、客には店員がピタリとくっつき、何も買わ
ず（注⽂せず）に出ることは許されませんでした。定価がないので値段交渉もしなけ
ればなりません。服を買うというのはなんとも敷居の⾼い⾏為だったのです。デパー
トが画期的だったのは、 « Entrée libre » つまり「⼊場無料／出⼊り⾃由」という気安さ
でした。値段の明⽰された安価な商品を⾃由に⼿に取って吟味することができるよう
になったのです。ボヌール・デ・ダム百貨店のまばゆいばかりのガラス張り建築から
透けて⾒えるのは、あふれんばかりの布、布、布。⾊鮮やかに美しく陳列された商品
は道⾏く⼥性たちの購買欲を刺激し、彼⼥たちは吸い込まれるようにこのデパートへ
⼊っていきます。この⼩説では、19 世紀にヨーロッパを⾛り始め時空間の感覚を⼀変
させた蒸気機関⾞さながら、⼤型百貨店が昔ながらの⼩店商を踏みつぶし、それを糧
にするようにして繁栄を極めるさまが克明に描き出されています。
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4． 「モード」の国フランス
 ⻑らく⾝体を縛り付けてきたコルセットからついに⼥性を解き放ったのが、20 世紀
のファッションでした。フランスを代表するブランド CHANEL。コルセットを使⽤し
ない婦⼈服⾃体はシャネルの発明ではありませんでしたが、彼⼥⾃⾝がファッション・
アイコンとして表に出て、⼥性を解放するという明確な信念のもとにそのデザインを
展開した点において、際⽴った存在感を放っています。
 パリが世界のモードの発信地となり、フランスが世界的なモードの国としての地位
を固めたのが 20 世紀でした。その要因となったのが、オートクチュールという仕⽴業
の確⽴です。「オートクチュールの⽗」と呼ばれるヴォルトは、実はイギリス⼈（英語
読みはワース）。1857 年にパリに⾃分の店を構えたヴォルトは、⽣地や⼯賃だけでなく、
デザインにも付加価値をつけました。また、新作を⽣きた⼈間に着せて発表するスタ
イルを考案しました。これが現在のパリ・コレクションの原形になっています。次い
でモードを⽀配したのが、ポール・ポワレです。1903 年に⽇本の着物に着想を得て作っ
た「孔⼦コート」は、⼥性にコルセットを⼿放す決⼼をさせるのに⼗分なエレガンス
を備えていました。そして第⼀次世界⼤戦時、シャネルの⾰新的なデザインは、銃後
で動員された⼥性たちの⼼をつかみます。ジャージー⽣地を使ったその⼥性服のシン
プルさと動きやすさは、時代の空気を鋭敏に嗅ぎとりつつ牽引するものでした。こう
してパリのオートクチュールは、1910 〜 1920 年代に⻩⾦期を迎えるのです。
 ⼆度の世界⼤戦を経て、20 世紀はアメリカが世界の主導権を握ります。それは服飾
業界においても例外ではありませんでした。21 世紀の今、服飾産業におけるフランス
の重要度は、とりわけ経済的な側⾯から⾒るとさほど⾼いとはいえないでしょう。し
かし、「モードの国フランス」の威光は決して衰えてはいません。それは、パリのオー
トクチュールの産むモードが、単に⼤量購⼊・⼤量消費されることを⽬的としていな
いからではないでしょうか。もちろんその部分で、ユニクロや H&M、ZARA といっ
たファスト・ファッションに太⼑打ちできないのは事実でしょう。しかしそうした消
極的な理由だけではなく、オートクチュールの⾐服は、デザイナーが作品性を⾃負し、
その時代を繊細かつ鮮やかに映し出していることによって、他にはない輝きを帯びて
いるのではないでしょうか。伝統に裏打ちされた⾼度な技術が、時代を先取りしたデ
ザインで新たに⽣まれ変わる―パリのオートクチュールがそうしたものである限り、
わたしたちの憧れであり続けるでしょう。

（塚島真実／つかしま・まみ：⽂学部准教授）
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協定を結んでおり、毎年選考試験に合格した各校数名を派遣留学⽣として交換していま
す。こちらは語学留学ではなく、⼤学でフランス⼈と⼀緒に授業をうけながら、パリやア
ンジェでの⽣活をたのしむものです。ホームステイではありませんが、宿舎は原則として
⼤学があっせんしてくれます（有料）。期間は 9 ⽉から翌年 7 ⽉までの 1 学期間もしく
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